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業が進行するとは思えないですからね』

「ですから、仕様の変更率は１７０％以上とい

うことになります。数字にしてみるとびっくり

しましたね」

『２００％なんて決して珍しくないですよ。た

だ、このままCMMに取り組んだのでは混乱が

増幅してしまう危険が高くなってしまうな』

という言葉を聞いて、カウンターの向こうで納

得しているようだ。

　　　　　　　＜＜ 　　 ―― 　　 ＞＞
『もう一つ気になることがあるのですが』

「何でしょうか？」

『先程のお話では、あなたのチームではほとん

どが派生開発だということでしたが、改善に取

り組んだときも派生開発でしたか？』

「はいそうです。リスクを考慮して変更箇所を

少し抑え気味にしましたが」

『そこで示されたプロセスは？』

「たしかＶ字モデルだったと思います」

「マスター、XDDPはほとんど知られていない

ですよ。私のところでもＶ字モデルでしたから

ね。XDDPに切り替えてから１年経ちますが、

ようやく安定してきました」

「松代さんから教えてもらって雑誌を購入しま

したが、プロセスが全く違いますね」

『３００万行のベースに対して３０Ｋ行を越え

る変更を加えるとなれば、そこで採用するプロ

セスの違いは大きいですからね』

　　　　　　　＜＜ 　　 ―― 　　 ＞＞
『結局、取り組みに当たって、２つの大きなミ

スを犯したわけですね』

「２つというのは、派生開発の実態に対してプ

ロセスを間違えたことと、要求仕様の書き方を

そのままにして取り組んだということです

か？」

『細かな手落ちはまだまだあることが想像でき

るのですがね』

「マスターがいつもおっしゃっている現場の問

題を改善する“ソリューション”を持たないま

ま取り組んだということですよね」

『組み込みシステムでは、CMMに取り組むか

らといって納期が延びるわけではないし、新規

開発の案件が出てくるわけでもないでからね』

「はい、先にお話しましたように派生開

発で変更点を最小限に抑えるましたが、

要求仕様の書き方は別段変更したわけで

はありません」

『レビューの機会については？』

「はい、仕様モレを防ぐためにレビューの機会

を多くしています」

『効果の実感はありますか？』

「いえ、仕様変更率は先程お話した数字から余

り変わっていません。たしか９２％だったと思

います」と言ってノートを開いて答えた。

『数字が改善した理由は？』

「レビュー工数を投入したことの効果かと思わ

れます」

「高村さんは、マスターのUSDMの表記法を知

らなかったみたいです」

「マスターこんばんわ」といつもの客が入って

きた。一緒に初めての客が１人ついている。

『おや、１週間前にきたばっかりじゃないの。

どうしたの』

「今日は、知り合いを連れてきたんです」

「はじめまして。高村といいます。先日久し振

りに会ったときにマスターの話を聞いて、ぜひ

直接会って意見を伺いたいと思って付いてきま

した」

「彼とは大学の同期で、先週、新宿で偶然会っ

た時にいろいろと話をしている中で、彼のとこ

ろも昨年からCMMを参考にプロセスの改善に

取り組んでいるようですが、なかなかうまく行

かないということで、それなら一度マスターに

会ってみたら、というわけです」

『そういう経緯ですか。それはそれはようこそ

いらっしゃいました』

「あ、いつものコーヒーを２つください」

『はい、分かりました』と軽く会釈を返した。

　　　　　　　＜＜ 　　 ―― 　　 ＞＞
『お客さんの会社も組み込みシステムです

か？』

「そうです。メーカーですので」

『ソフトウェアの規模はどれくらいですか？』

「ベースのソースコードはコメント行

込みで約３００万行です」

『コメント行を分離したとしても結構

大きなシステムですね』

「はい、それで現場は混乱しているわ

けです」

「マスター、高村さんはまだマスターの派生開

発のやり方を知らなかったようです」

というフォローが入った。

「雑誌で公表されているということですが、雑

誌までは目が届いていませんでした」

『派生開発というイメージは分かりますか？』

「はい、現実の姿と違和感はありませんし、

“派生”という表現を使うこともあります」

『ところで、プロセス改善に取り組まれたとき

の組織の状態は把握されていますか？』

「はい、指導に基づいて要件の項目数や生成し

たソースコードの行数、要件の変更率、バグの

発生率などのデータを収集しました」

『その結果は？』

「取り組み前に実施した私のチームのデータで

すが、要件の項目数は１００件程度で、ソース

コードの行数は追加、変更、削除を合わせて３

８Ｋ行でした」

『その数字だと、要件の表現は粗そうですね。

変更が発生しませんか？』

「おっしゃる通りで、正式にな仕様変更は２０

件ほどですが、設計者から電子メールで仕様の

問い合わせを発して確認している件数は、私が

把握しただけでも１５０件ありました」

「正式な仕様変更しか計測していなかったの

で、マスターに会う前に設計者の仕様の問い合

わせ件数を数えておくように話したのです」

『適切な指摘です。もともと相当に粗い状態に

なっていると予想できますので、そのままで作

76回め

MENU

アルコールは置いていません

無料
300
350
380特製ブレンド

レ ンティーモ
日替りケーキ
ぷ ろ せ す

Ｃａｆｅ

り ふ れ

『そうなると要求仕様に投入した工数もそれな

りに大きくなっているだろうね』

　　　　　　　＜＜ 　　 ―― 　　 ＞＞
『ところで、工数データは収集できていますよ

ね。今回のプロジェクトの実装工程の生産性

データはありますか？』

「いえ、実装工程だけの生産性データは取れて

いません。でも、工数データと今回生成した

ソースコードの行数は把握できています。

ちょっと待ってください」といって、ノートを

みて計算しはじめた。

「３１Ｋ行で４０００時間ですので、

１時間あたりの生産性は7.7行になりま

す」といって戸惑っている。

『今回は追加行は少なかった？』

「はい、小さな変更が多かったと思います。で

もこれって１行書くのに８分かかっているとい

うことですよね」

『そんなもんでしょう。派生開発で間違ったプ

ロセスを採用すると実装工程の１時間あたりの

生産性は５～８行になってしまいます』

「私の所でも最初は同じような数字だったです

よ。でも、３月に終了したプロジェクトは、納

期限は当初予定と比べて１週間の遅れでした

が、実装工程の生産性は５１行でした」

『５１行の生産性を出しながらどうして１週間

遅れたの？』

「テストの半ばで仕様変更が２０件程飛び込ん

でしまったからです。あれがなければ２週間以

上手前で終わったはずです」

『どうやら、あなたのところではXDDPが定着

しつつあるようだね』

「生産性が５１行ですか。その生産性で計算す

ると～」といって電卓を叩き出した。

「実装工程の工数は６００時間で終わることに

なります。その差は３４００時間もあります」

「その３４００時間を使って、６００時間で実

装工程が終了する状態に持っていくのがXDDP

ですよね、マスター」

『慣れれば１００行も可能になるよ』

「１００行ですか、それじゃ３１０時間に減っ

てしまいます。あ～、これがプロセスが合って

いないことの結果ですか？」

『そうです。実際にはその前の工数は３０００

時間もあれば足りるでしょうから、ここまでの

工数で６００～８００時間余ってきます』

　　　　　　　＜＜ 　　 ―― 　　 ＞＞
「プロセス改善に取り組もうとすると新しい取

り組みがいくつか出てくるので、そのために余

分に工数が必要になるから、このソリューショ

ンをプロセス改善に持ち込むことで、現場の負

担は以前と比べて増えないで済まそうというの

が、マスターの勧めるところなんですよね」◆

この「りふれ」の頁で、CMMに触れる記述
が多くあり、その中で「認証」という用語
を数多く使っています。これは現場の中で
使われている言葉を再現しているもので、
「認証」を奨励する意図はありませんが、
CMMでは「認証」という言葉を公式には使
用していないという指摘がありました。私
の方で調べたところ、そのことが確認でき
ましたので、読者の皆さまには注意して読
んで下さるようにお願いします。ただし、
「認証」に代わってどのような用語が使わ
れているのかまでは確認できていません。

CMMなどのプロセス改善に取り組む際には、
その現場での問題を解決する確かなソリュー
ションを幾つか持った状態で臨んで欲しい。
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植
物
か
ら
エ
タ
ノ
ー
ル
を
採
取
す
る
技
術

が
確
立
し
た
こ
と
で
、
ア
ル
コ
ー
ル
を

使
っ
た
「
バ
イ
オ
燃
料
」
が
急
浮
上
し
て

い
る
。
植
物
は
化
石
燃
料
と
違
っ
て
、
も

と
も
と
空
気
中
の
二
酸
化
炭
素
を
吸
収
し

て
成
長
し
て
い
る
の
で
、
こ
れ
を
燃
や
し

た
と
き
に
出
る
二
酸
化
炭
素
は
「
循
環
し

て
い
る
だ
け
」
と
い
う
こ
と
で
排
出
量
に

カ
ウ
ン
ト
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。
こ
の
規
定
を
受
け
て
ア
メ
リ
カ
や
南

米
、
ア
ジ
ア
の
国
々
で
は
バ
イ
オ
燃
料
向

け
に
一
斉
に
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
栽
培
に

走
っ
た
。
た
し
か
に
単
位
エ
ネ
ル
ギ
ー
比

で
は
、
化
石
燃
料
と
比
べ
て
二
酸
化
炭
素

の
排
出
量
は
少
な
い
に
し
て
も
、
ト
ウ
モ

ロ
コ
シ
の
栽
培
面
積
を
増
や
す
た
め
に
熱

帯
の
森
林
を
伐
採
し
た
の
で
は
、
地
球
の

二
酸
化
炭
素
の
吸
収
能
力
は
低
下
し
て
、

大
気
中
の
二
酸
化
炭
素
は
増
え
て
し
ま
う

こ
と
に
な
る
。
そ
の
上
、
食
料
と
し
て
の

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
価
格
が
高
騰
す
る
だ
ろ

う
し
、
栽
培
の
た
め
に
使
用
す
る
「
水
」

が
不
足
す
る
こ
と
も
懸
念
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
★
　
　
★

　
「
一
九
九
〇
年
比
で
六
％
削
減
す
る
こ

と
を
閣
議
決
定
し
た
の
だ
か
ら
」

　
「
関
係
者
が
き
ち
ん
と
努
力
す
れ
ば
達

成
で
き
る
」

　
こ
れ
は
最
近
の
政
府
関
係
者
の
発
言
で

あ
る
。
京
都
議
定
書
締
結
か
ら
一
〇
年

経
っ
て
、
こ
の
間
効
果
的
な
対
策
は
何
も

講
じ
て
こ
な
か
っ
た
の
に
、
「
閣
議
決

定
」
さ
え
あ
れ
ば
、
後
一
年
（
検
証
期
間

を
最
大
に
使
っ
て
も
五
年
）
で
二
酸
化
炭

素
を
一
九
九
〇
年
の
レ
ベ
ル
の
戻
せ
る
と

い
う
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
と
も
、
自
分
た

ち
は
「
決
め
る
」
の
が
仕
事
で
、
そ
れ
を

実
施
す
る
の
は
役
所
の
仕
事
と
で
も
言
う

の
だ
ろ
う
か
。
政
府
と
し
て
は
、
最
後
は

「
排
出
権
取
引
」
で
帳
尻
を
合
わ
す
こ
と

　
一
九
九
七
年
に
京
都
で
開
催

さ
れ
た
地
球
温
暖
化
防
止
会
議

で
、
各
国
が
温
暖
化
の
原
因
と

な
る
ガ
ス
の
排
出
量
を
、
数
値

目
標
を
決
め
て
削
減
す
る
こ
と

で
合
意
し
た
の
が
京
都
議
定
書

で
あ
る
。
そ
の
時
は
、
ア
メ
リ

カ
合
衆
国
は
参
加
を
見
送
っ
た

が
、
そ
の
後
、
合
衆
国
政
府
と

は
別
に
、
多
く
の
州
や
都
市
の

単
位
で
こ
の
主
旨
に
賛
同
し
て

取
り
組
ん
で
い
る
。

　
　
　
★
　
　
★

　
京
都
議
定
書
で
日
本
に
課
せ

ら
れ
た
目
標
は
、
全
体
で
は
一

九
九
〇
年
比
で
六
％
の
削
減
だ

が
、
具
体
的
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の

ガ
ス
の
種
類
別
に
削
減
目
標
が

定
め
ら
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば

私
た
ち
に
と
っ
て
身
近
な
二
酸

化
炭
素
は
±
０
％
と
な
っ
て
い

る
。
つ
ま
り
一
九
九
〇
年
の
レ

ベ
ル
に
戻
す
と
い
う
意
味
だ

が
、
現
実
に
は
こ
の
間
に
八
％
増
加
し
て

い
る
と
い
う
。
工
場
な
ど
か
ら
の
排
出
量

は
規
制
が
強
化
さ
れ
た
こ
と
で
確
実
に
削

減
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
家
庭
な
ど
の

民
生
関
係
で
は
、
家
電
製
品
が
大
型
化
し

た
こ
と
で
逆
に
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
が

増
え
て
い
る
と
い
う
。
特
に
、
自
動
車
関

係
は
、
こ
の
間
に
大
き
く
普
及
し
た
た
め

に
一
九
九
〇
年
比
で
五
二
％
も
増
加
し
て

い
る
と
い
う
。

　
　
　
　
　
　
★
　
　
★

　
京
都
議
定
書
で
は
、
こ
の
後
二
〇
〇
八
年

か
ら
二
〇
一
二
年
の
期
間
中
に
目
標
達
成
の

検
証
を
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
二
〇
〇

八
年
に
目
標
達
成
が
確
認
で
き
な
く
て
も
、

二
〇
一
二
ま
で
の
間
に
確
認
で
き
れ
ば
よ
い

の
だ
が
、
今
の
状
態
で
は
二
〇
一
二
年
で
も

達
成
で
き
そ
う
も
な
い
。
こ
の
間
に
具
体
的

な
施
策
が
実
施
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
ペ
ー
ス

で
は
二
〇
一
二
年
ま
で
に
間
に
合
わ
な
い
、

と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
施
策
の
実
施

ペ
ー
ス
を
速
め
た
り
、
範
囲
を
広
げ
た
り
す

る
方
法
が
あ
る
の
だ
が
、
現
実
に
は
民
生
部

門
に
お
い
て
は
、
効
果
的
な
施
策
は
何
も
実

施
さ
れ
て
い
な
い
。

　
　
　
　
　
　
★
　
　
★

　
例
え
ば
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
国
の
よ
う
に
家

電
製
品
に
対
し
て
大
幅
な
節
電
効
果
を
義
務

化
し
て
い
な
い
し
、
自
動
車
も
、
低
燃
費
の

自
動
車
を
積
極
的
に
奨
励
し
て
い
る
わ
け
で

も
な
い
。
リ
ッ
タ
ー
一
九
Ｋ
ｍ
の
燃
費
で
は

不
十
分
だ
。
も
っ
と
も
、
消
費
者
の
方
は
高

止
ま
り
す
る
ガ
ソ
リ
ン
価
格
を
意
識
し
て

「
軽
自
動
車
」
を
選
ん
で
い
る
が
、
大
手
の

自
動
車
メ
ー
カ
ー
に
し
て
み
れ
ば
、
そ
れ
で

は
利
益
が
上
が
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
「
軽

自
動
車
」
を
潰
そ
う
と
い
う
動
き
も
見
せ
て

い
る
。
そ
こ
に
は
、
京
都
議
定
書
の
達
成
に

協
力
す
る
と
い
う
姿
勢
は
感
じ
な
い
。

　
　
　
　
　
　
★
　
　
★

　
最
近
に
な
っ
て
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
な
ど
の

音音

　
こ
の
本
は
、
三
六
年
前
に
こ
の
世

界
に
復
帰
す
る
時
か
ら
こ
れ
ま
で
何

度
も
読
ん
で
き
た
。
そ
し
て
三
〇
代

後
半
に
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
の
仕
事

に
転
向
し
よ
う
と
決
め
て
こ
の
本
を
読
ん
だ

と
き
、
右
の
句
と
「
羯
諦
羯
諦
　
波
羅
羯
諦

　
波
羅
僧
羯
諦
（
ぎ
ゃ
ー
て
い
　
ぎ
ゃ
ー
て

い
　
は
ら
ぎ
ゃ
ー
て
い
　
は
ら
そ
う
ぎ
ゃ
ー

て
い
）
」
に
対
す
る
著
者
の
解
釈
が
目
に
留

ま
っ
た
。
般
若
心
経
は
そ
れ
ま
で
に
何
度
か

読
ん
で
い
た
し
、
テ
ー
プ
も
聞
い
て
い
る

が
、
こ
の
部
分
が
強
く
心
に
留
ま
っ
た
こ
と

は
な
か
っ
た
。
本
で
は
「
羯
諦
・
・
・
・
」

と
い
う
の
は
、
「
み
ん
な
で
行
こ
う
。
み
ん

な
で
修
行
し
よ
う
」
と
い
う
説
明
が
あ
っ

た
。
私
は
こ
れ
を
「
み
ん
な
で
楽
し
く
Ｓ
Ｅ

の
仕
事
を
し
よ
う
」
と
読
み
替
え
た
。
そ
こ

に
自
分
の
役
割
を
設
定
し
た
。

を
考
え
て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
が
、
そ
れ

で
は
本
当
の
意
味
で
解
決
し
た
こ
と
に
な
ら

な
い
。

　
　
　
　
　
　
★
　
　
★

　
こ
の
間
、
国
の
予
算
は
相
変
わ
ら
ず
コ
ン

ク
リ
ー
ト
の
建
造
物
を
建
て
る
こ
と
に
使
わ

れ
て
い
る
。
裏
予
算
も
含
め
る
と
お
そ
ら
く

何
一
〇
兆
円
と
い
う
資
金
が
毎
年
コ
ン
ク

リ
ー
ト
に
姿
を
変
え
て
い
る
は
ず
だ
。
そ
ん

な
資
金
が
あ
れ
ば
、
各
家
庭
に
ソ
ー
ラ
ー
発

電
の
設
置
を
奨
励
す
る
こ
と
は
難
し
く
な
い

は
ず
だ
。
一
〇
〇
万
円
の
援
助
を
年
間
一
〇

〇
万
軒
に
実
施
し
た
と
し
て
も
”
わ
ず
か
一

兆
円
”
に
過
ぎ
な
い
。
こ
れ
を
一
〇
年
間
実

施
す
れ
ば
、
一
〇
〇
〇
万
軒
の
家
庭
に
ソ
ー

ラ
ー
発
電
が
行
き
渡
る
こ
と
に
な
る
。
実
現

し
な
い
の
は
や
ろ
う
と
し
な
い
だ
け
だ
。

　
日
本
の
持
ち
家
の
世
帯
数
は
三
〇
〇
〇
万

だ
か
ら
、
一
〇
年
間
で
数
字
の
上
で
は
一
戸

　
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
の
仕
事
は
、
上
手
く

で
き
る
方
法
を
教
え
る
こ
と
で
あ
る
。
あ
る

い
は
気
づ
か
せ
る
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
分

野
で
は
、
単
に
「
知
識
」
を
得
た
だ
け
で
は

役
に
立
た
な
い
事
が
多
く
、
習
得
す
る
た
め

に
は
継
続
し
て
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
が
多
い
。
「
稽
古
」
と
い
う
姿
勢
も

必
要
に
な
っ
て
く
る
。
で
も
そ
れ
を
継
続
で

き
た
人
は
確
実
に
変
わ
っ
て
い
く
。
そ
う
し

て
、
今
ま
で
と
は
全
く
違
っ
た
活
躍
の
場
を

手
に
入
れ
る
。
そ
こ
で
生
き
生
き
と
し
て
活

躍
す
る
姿
を
見
る
こ
と
は
、
じ
つ
に
楽
し

い
。
こ
ち
ら
も
幸
せ
な
気
分
に
な
る
。

　
そ
し
て
何
よ
り
も
う
れ
し
い
こ
と
は
、
そ

の
よ
う
に
し
て
幸
福
を
掴
ん
だ
彼
自
身
が
、

今
度
は
「
与
え
る
側
」
「
施
す
側
」
に
回
ろ

う
と
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
う
い
う
人

が
私
の
周
り
に
何
人
か
い
る
。

「
人
の
幸
せ
を
、
本
当
に
自
分
の
幸
せ
の
よ
う
に
喜
ん
で

あ
げ
ら
れ
る
心
を
、
お
互
い
に
持
ち
た
い
も
の
で
す
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
高
田
好
胤
「
心
」
よ
り
引
用
）

建
て
に
つ
い
て
ほ
と
ん
ど
行
き
渡
る
こ
と
に

な
る
。
こ
う
な
る
と
、
一
般
家
庭
で
使
用
す

る
家
電
製
品
の
電
力
は
京
都
議
定
書
の
対
象

外
と
な
る
。
そ
の
う
え
、
発
電
所
か
ら
の
電

力
は
夜
間
の
利
用
が
中
心
に
な
っ
て
自
動
車

の
バ
ッ
テ
リ
ー
に
も
充
電
で
き
る
の
で
、

モ
ー
タ
ー
を
主
に
し
た
簡
易
型
の
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
車
が
あ
れ
ば
、
日
常
で
使
用
す
る
範

囲
は
ほ
と
ん
ど
エ
ン
ジ
ン
を
回
さ
な
く
て
も

す
む
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

車
な
ら
技
術
的
に
難
し
い
と
は
思
え
な
い
。

　
　
　
　
　
　
★
　
　
★

　
政
府
と
し
て
は
、
国
策
と
し
て
原
子
力
発

電
を
中
心
に
据
え
て
い
る
関
係
で
、
ソ
ー

ラ
ー
発
電
な
ど
の
家
庭
レ
ベ
ル
で
の
発
電
を

普
及
さ
せ
る
わ
け
に
は
行
か
な
い
の
だ
ろ

う
。
そ
う
な
る
と
、
非
常
用
に
化
石
燃
料
を

使
う
火
力
発
電
も
残
さ
ざ
る
を
得
な
い
。
結

局
、
こ
れ
で
は
何
も
解
決
し
な
い
。
■

　

今月の一言

京都議定書にみる具体化能力の問題


